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ご長寿おめでとうございます　～令和元年度100歳訪問～
　今年度、満１00歳を迎える市内の長寿者２3人を祝い、
より一層の健康増進を祈念しようと、 9 月２6日㈭、二宮
市長が対象者を訪問しました。この訪問は毎年実施して
いるもので、今年は大正 8 年度生まれの人を対象として
います。
　市長は、市内対象者の家庭や施設を訪れ、一人ひとり
と懇談し記念品の贈呈などを行いました。対象者の １ 人
である穗積マツミさんを訪問した二宮市長は、「おいし
く食事を食べ、ずっと笑いながら過ごしてほしい。元気
で長生きのためにも、自分ができる運動を毎日コツコツ
と続けてください」と話しました。
　二宮市長の言葉に穗積さんは、「１00歳を迎え、自分で
も驚いています。若いころから、農家として力仕事をし
てきたからかもしれません。今日はこのようにお祝いし
ていただき、ありがとうございました」と述べました。
　敬老の日（ 9 月１6日）現在、市内の１00歳以上の高齢
者は43人で、最高齢者は、女性が１09歳、男性が１05歳と
なっています。

　

愛
媛
県
と
県
歯
科
医
師
会
が
主
催
の

「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
、
奥
野
里り

映え

さ
ん
・
日ひ

那な

史み

ち
ゃ
ん
（
長
浜
）
が
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
平
成

30
年
度
に
３
歳
児
歯
科
健
康
診
査
を
受

診
し
た
子
と
そ
の
親
が
対
象
で
す
。

　

む
し
歯
の
予
防
、
歯
み
が
き
の
動
機

付
け
、正
し
い
食
習
慣
の
定
着
な
ど
が
、

歯
と
お
口
の
健
全
な
成
長
発
育
に
大
切

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
人

が
歯
と
お
口
の
健
康
を
保
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
大
洲
市
で
も
親
子
の
歯

の
健
康
に
つ
い
て
取
り
組
み
を
続
け
て

い
き
ま
す
。

　

西
大
洲
に
移
転
し
た
Ｊ
Ａ
愛
媛
た
い

き
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の
竣
工
式
が
、
９

月
19
日
㈭
に
開
か
れ
ま
し
た
。
式
に
は

関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し
、
機
械
の

起
動
ス
イ
ッ
チ
を
押
し
て
完
成
を
祝
い

ま
し
た
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
で
は
、
農

家
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
米
や
麦

が
、
乾
燥
、
も
み
す
り
、
色
彩
選
別
な

ど
に
よ
り
調
製
さ
れ
ま
す
。

　

愛
媛
た
い
き
農
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
の
菊
地
秀ひ
で

明あ
き

さ
ん
は
「
多
く

の
協
力
が
あ
っ
て
無
事
に
完
成
し
た
。

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
さ
ら
な

る
大
洲
の
農
業
振
興
に
取
り
組
み
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
親
と
子
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
賞
受
賞

豪
雨
被
災
の
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
が
移
転
・
完
成

おおずニュース
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河
辺
地
域
で
恒
例
の
龍
馬
脱
藩
の
イ

ベ
ン
ト
が
９
月
21
日
㈯
、
22
日
㈰
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
夜
祭
と
し
て「
龍
馬
を
語
る
夕
べ
」

が
、
21
日
㈯
に
河
辺
ふ
る
さ
と
の
宿
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
幕
で
は
、
演
歌
歌
手
の
大
林
幸こ
う

二じ

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
歌
謡
シ
ョ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
夜
祭
の
恒
例

の
曲
と
な
っ
て
い
る
、
龍
馬
脱
藩
ル
ー

ト
を
歌
っ
た
「
奔は
し

れ
！
龍
馬
」
を
始
め
、

歴
史
を
題
材
に
し
た
歌
や
軽
快
な
ト
ー

ク
で
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
第
２
幕
で
は
、
女
優
の
宮
本
真ま

希き

さ
ん
の
ト
ー
ク
や
、
龍
馬
フ
ァ
ン
に
よ

る
龍
馬
談
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後

は
「
奔
れ
！
龍
馬
」
を
参
加
者
全
員
で

歌
い
、
翌
日
の
完
全
踏
破
に
向
け
気
持

ち
を
一
つ
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

脱
藩
の
道
を
歩
み
、
龍り

ょ
う

馬ま

の
偉
業
を
し
の
ぶ

～
第
31
回
わ
ら
じ
で
歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
～

おおずニュース

　

22
日
㈰
に
は
、「
第
31
回
わ
ら
じ
で

歩
こ
う
坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

出し
ゅ
っ

立た
つ

式
に
は
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

タ
ー
の
宮
本
真
希
さ
ん
や
、
東
北
や
関

東
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
県
外
者
37
人
も

参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
代
表
が
力
強

い
完
全
踏
破
宣
言
を
行
い
、
龍
馬
役
を

先
頭
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

約
２
３
０
人
の
参
加
者
は
、
Ａ
コ
ー

ス
（
榎え
の
き

ヶが

峠と
う
げ

〜
泉い
ず
み

ヶが

峠と
う
げ

）
と
Ｂ
コ
ー
ス

（
河
辺
ふ
る
さ
と
公
園
〜
泉
ヶ
峠
）
の

２
コ
ー
ス
に
別
れ
て
歩
き
ま
し
た
。
雨

が
降
る
中
、
宮
本
さ
ん
や
地
元
の
人
の

ご
接
待
を
受
け
、
約
１
５
０
年
前
に
坂

本
龍
馬
が
脱
藩
し
た
河
辺
の
道
を
、
龍

馬
に
思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
込
め
て
踏
破
し
ま
し
た
。

災害時の防災活動を称えて
　大洲市消防団が、令和元年度防災功労者内閣総
理大臣表彰を受賞しました。大洲市消防団は、平
成30年 7 月豪雨災害時に、降り続く雨の中、水防
活動を行うとともに、住民の避難誘導、孤立住民
の救助活動などを行い、１１日間延べ3,335人が出動
しました。こうした地域の安全を守る消防団の功
績が認められ、受賞が決定しました。
　表彰を受け、大洲市消防団長の矢野正

まさ

祥
かず

さんは
「この受賞に恥じないよう、市民の安全・安心を守
るべく、より一層精進したい」と話しました。

一息ついて、落ち着いて
　秋の全国交通安全運動に合わせ、社会福祉法人
大洲幸楽園による交通茶屋が、 9 月２5日㈬、平野
地区の県道沿いで行われました。活動の前に、大
洲警察署の山崎淳

じゅん

二
じ

署長が「小さな運動ですが、
交通事故が １ 件でも減るように、ドライバーに安
全運転を訴えてください」とあいさつしました。
　交通茶屋には、大洲幸楽園の利用者や大洲交通
安全協会の会員など約50人が参加し、チラシや地
元産の梨などをドライバーに渡して交通安全を呼
びかけてました。

大林幸二歌謡ショー

宮本真希さん（写真右）によるおもてなし
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地域医療の未来を考える ～医療の現場から～　No.5

診療科目
内科・循環器内科・消化器内科・呼吸
器内科・血液内科・感染症内科・外科・
放射線科・リハビリテーション科・脳
神経外科・心臓血管外科・小児外科

受付時間 午前 8 時～１１時30分

休 診 日 土日、祝日、年末年始

所 在 地 〒795︲8505　東大洲１563番地１

電話番号 0893︲２5︲0535

公 式 H P https://kitaishikai.jp/hp/

救
急
患
者
受
け
入
れ
体
制
・
概
要
・
現
状

　

喜
多
医
師
会
病
院
は
、
昭
和
58（
１

９
８
３
）年
に
、
大
洲
喜
多
地
区
の
高

度
先
進
医
療
を
目
指
し
て
、
大
洲
市
と

内
子
町
の
ほ
ぼ
中
心
部
の
徳
森
小
鳥
越

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
11（
１
９

９
９
）年
に
は
、
四
国
初
の
地
域
医
療

支
援
病
院
に
認
可
さ
れ
、
以
来
、
地
域

の
病
院
か
ら
の
紹
介
患
者
に
対
す
る
高

度
な
医
療
の
提
供
や
、
最
新
の
医
療
機

器
な
ど
の
共
同
利
用
の
実
施
な
ど
、
地

域
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

病
院
建
物
の
老
朽
化
に
伴
う
移
転
新

築
で
は
、
移
転
先
を
東
大
洲
と
し
、
平

成
30
年
６
月
に
完
成
し
ま
し
た
。
そ
の

落
成
式
を
翌
日
に
控
え
た
同
年
７
月
７

日
㈯
に
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
っ

て
浸
水
被
害
に
遭
い
ま
し
た
が
、
全
職

員
そ
の
他
各
方
面
の
協
力
を
得
て
、
当

初
の
予
定
通
り
同
年
７
月
18
日
㈫
に
外

来
診
療
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

病
床
数
は
、
一
般
病
床
１
５
８
床
、

療
養
病
床
41
床
の
合
計
１
９
９
床（
４

病
棟
）体
制
で
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

喜
多
医
師
会
病
院
に
は
、
大
洲
・
喜

多
地
区
で
唯
一
、
心
臓
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
（
循
環
器
専
門
医
）
が
常
駐

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
緊
急
治
療

（
経
皮
的
冠
動
脈
形
成
術
）
を
要
す
る

急
性
心
筋
梗
塞
な
ど
の
循
環
器
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
体
制
が
整
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化
社
会
で

急
激
に
増
加
し
て
い
る
心
不
全
患
者
の

診
療
に
は
、
多
職
種
に
よ
る
チ
ー
ム
体

制
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
の
循
環
器

の
治
療
に
は
、
血
管
の
状
態
や
血
液
の

流
れ
を
調
べ
る
血
管
造
影
検
査
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
喜
多
医
師
会
病
院

に
は
、
そ
れ
ら
の
検
査
を
行
う
た
め
の

設
備
が
整
え
ら
れ
て
い
て
、
血
管
造
影

室
で
検
査
や
治
療
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
血
管
造
影
室
は
、
救

（
一
社
）喜
多
医
師
会
　
喜
多
医
師
会
病
院

急
車
で
患
者
が
搬
送
さ
れ
る
「
救
急
処

置
室
」
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
よ
り

迅
速
な
循
環
器
の
救
急
治
療
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

救急患者受け入れ概要

シリーズ

（平成30年 9 月～令和元年 8 月）
※移転後から １ 年間

 ▽受け入れ患者数 １,086件
　 うち救急車搬送 36１件

 ▽内訳
　 入院9２0件、外来１66件

血管造影室 救急処置室
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シリーズ

喜多医師会病院　院長

　住元　　巧
たくみ

 さん

外来/放射線科　看護主任
救急看護認定看護師

　尾上　祐
ゆう

介
すけ

 さん

安
心
で
き
る
医
療
の

体
制
構
築
を

ひ
と
り
で
も
多
く
の

命
を
救
え
る
よ
う
に

　

大
洲
喜
多
地
区
の
二
次
救
急
輪
番

体
制
は
、
市
立
大
洲
病
院
、
大
洲

中
央
病
院
、
大
洲
記
念
病
院
と
加
戸

病
院
の
４
病
院
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
医
師
不
足
の
影
響
で

週
３
日
は
八
幡
浜
地
区
の
救
急
病
院

が
加
わ
り
、
広
域
で
救
急
輪
番
を
行

っ
て
い
る
た
め
、
地
域
住
民
の
み
な

さ
ん
に
は
多
大
な
ご
迷
惑
を
か
け
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

喜
多
医
師
会
病
院
は
、
地
域
医
療

を
担
う
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
支
援

し
、
か
つ
地
域
の
救
急
を
担
う
病
院

と
し
て
平
成
11
年
に
地
域
医
療
支
援

病
院
と
し
て
認
可
さ
れ
、
年
間
９
０

０
件
以
上
の
救
急
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
循
環
器
救
急

患
者
に
つ
い
て
は
、
24
時
間
３
６
５

　

喜
多
医
師
会
病
院
は
、
救
急
当
番

病
院
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
心

筋
梗
塞
な
ど
の
心
疾
患
に
関
し
て

は
、
当
病
院
で
し
か
処
置
で
き
な
い

場
合
が
多
い
た
め
、
大
洲
市
・
喜
多

郡
以
外
か
ら
も
救
急
患
者
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
救
急

車
で
患
者
が
搬
送
さ
れ
る
際
、
病
状

に
よ
っ
て
は
、救
急
隊
員
の
判
断
で
、

そ
の
日
の
救
急
当
番
病
院
で
は
な

く
、
当
院
に
直
接
搬
送
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。他
の
病
院
と
は
違
い
、

担
当
す
る
曜
日
が
な
い
た
め
、
い
つ

救
急
要
請
が
来
て
も
対
応
で
き
る
よ

う
に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
２
年
前
に
「
救
急
看
護
認
定

看
護
師
」の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

認
定
看
護
師
と
し
て
救
急
看
護
の
実

践
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
他
の
看
護

日
体
制
で
八
幡
浜
市
や
西
予
市
を
含

め
た
広
域
か
ら
の
患
者
を
受
け
入
れ

て
い
て
（
現
在
は
一
部
の
曜
日
で
受

け
入
れ
が
困
難
）、
二
次
救
急
輪
番

病
院
の
補
完
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、「
大
洲
喜
多
在
宅

医
療
・
介
護
連
携
事
業
」
に
お
け
る

在
宅
患
者
や
、一
次
救
急
を
担
う「
大

洲
喜
多
休
日
夜
間
急
患
セ
ン
タ
ー
」

の
受
診
患
者
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
病
床

と
し
て
の
機
能
も
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
区
の
高
齢
化
率
は
38
パ
ー

セ
ン
ト
と
す
で
に
超
高
齢
化
を
迎
え

て
い
て
、
人
口
は
今
後
30
年
間
で
４

割
以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
高
齢
者
に
つ
い
て
は
、
医
療
と

介
護
の
ニ
ー
ズ
を
併
せ
持
つ
ケ
ー
ス

が
多
い
た
め
在
宅
医
療
の
役
割
は
不

可
欠
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
の

開
業
医
の
高
齢
化
と
今
後
の
開
業
医

数
も
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
、
在
宅

医
療
・
介
護
の
分
野
に
も
、
近
い
将

来
、
限
界
を
迎
え
る
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
急
速
に
高
齢
化
と
人
口
減

少
が
進
む
中
で
、
こ
の
地
域
の
医
療

を
ど
う
成
り
立
た
せ
る
か
が
喫
緊
の

課
題
で
す
。
住
民
が
安
心
で
き
る
医

療
提
供
の
体
制
構
築
に
向
け
、行
政
、

医
師
会
、
病
院
や
住
民
が
本
気
で
取

り
組
む
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

師
の
救
命
技
術
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
院
内
研
修
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
病
院

に
救
急
処
置
室
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
ス
タ
ッ
フ
や
物
品

な
ど
ゼ
ロ
の
状
態
か
ら
立
ち
上
げ
に

関
わ
り
ま
し
た
。
救
急
対
応
は
、
準

備
や
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
、
迅
速
に
他
部
門
と
連
携

で
き
る
よ
う
に
情
報
伝
達
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
も
院
内
に
整
え
、
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
の
疾
患
は
、
発
症
す
る
と
治

療
に
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
患
者
を
救
う
た
め
に
は
、

病
院
従
事
者
や
救
急
隊
員
だ
け
で
な

く
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
協
力

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
駅
や
道
路
で

人
が
倒
れ
た
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
が

よ
く
流
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因

の
ほ
と
ん
ど
が
心
臓
の
疾
患
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
の
際
に
、
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
処
置
が

で
き
る
と
、
生
存
率
が
大
き
く
上
が

り
ま
す
。

　

大
洲
市
は
過
疎
化
が
進
み
、
人
口

も
減
少
し
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
を
持
っ
て
、
救

急
活
動
の
講
習
な
ど
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
救
命
の
リ
レ
ー
に
力
を
借

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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文化財
沼田のイロハカエデ
市指定天然記念物
個人所有

　この木は、平野町の中で
も八幡浜市日土町との境に
近く、高山から出

しゅっ

石
せき

寺
じ

へ延
びる尾根の中腹に位置す
る、沼田集落にあります。
　この木の樹高は約１6m、枝張りは東西、南北と
も約１9mになり、推定樹齢は400～500年と考えられ
ています。イロハカエデは、イロハモミジや高

たか

雄
お

カ
エデなどとも呼ばれ、市内各地で自生しているほ
か、紅葉が美しいことから、庭木や街路樹として
しばしば植栽されています。また、木材としても利
用されます。
　普段目にする機会の多いカエデですが、樹齢が
高くこれほどまで高木に生長したカエデは、全国
的にも数少なく、県下では最大級とされています。
 （昭和59年 4 月２5日指定）

野　鳥
タシギ（田鷸）
チドリ目　シギ科
全長　27㎝

　秋に入ると水田脇や水路、流れの緩やかな小
川で出合うことができるジシギの仲間です。ち
ょうど秋頃は移動の季節で、オオジシギ、チュ
ウジシギ、ハリオシギなど、タシギのそっくり
さんが同時に現われるので識別は難しくなりま
す。その中でも、一番水際で生息していて浅瀬
で餌を捕り、冬に見かけたら本種です。
　人が近づくとぎりぎりまで身を伏せ、急に飛
び出し高速で飛んで逃げます。近代農法は水路
をコンクリート化し、乾田化したため、在来か
ら暮らしている生物たちには住みにくくなって
いますが、それでもたくましく次の時代に命を
つないでいます。農村を取り巻く状況も著しく
変化していますが、将来において私たちもさる
ことながら、生き物達にも明るい未来であるよ
うに願っています。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

青年海外協力隊　梶谷　沙
さ

紀
き

　さん
ＪＩＣＡエクアドル通信　№ 2

　

H

オ

ラ

ola.

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
の
あ
い
さ

つ
）
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
と
し
て
エ

ク
ア
ド
ル
で
環
境
教
育
を
行
っ
て
い
る

梶
谷
沙
紀
で
す
。

　

先
日
、
首
都
キ
ト
で
小
学
校
の
先
生

約
２
８
０
人
に
対
し
、
環
境
保
護
や
３

Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ

イ
ク
ル
）
の
手
法
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。
任
地
で
の

学
校
教
育
や
生
ご
み
堆
肥
化
の
コ
ン
ポ

ス
ト
普
及
活
動
も
本
格
化
し
、
慌
た
だ

し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

大
洲
は
夏
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
今
回
は
エ
ク
ア
ド
ル
の
食
事
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
食
事
っ
て
何
を
食
べ
る
の
】

　

主
食
は
日
本
と
同
じ
お
米
で
す
。
し

か
し
、
こ
こ
で
は
、
お
米
を
炊
く
際
に

塩
と
油
を
大
量
に
使
い
ま
す
。
ス
ー
プ

と
お
米
、
焼
い
た
、
ま
た
は
揚
げ
た
肉

料
理
が
定
番
で
す
。
野
菜
は
、
ほ
ぼ
食

べ
ま
せ
ん
。
エ
ク
ア
ド
ル
の
食
事
は
、

食
べ
る
量
（
提
供
さ
れ
る
量
）
が
と
に

か
く
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
果
物
も
比
較
的
よ
く
食
べ
ま

す
。
バ
ナ
ナ
は
特
に
安
く
、
１
本
約
５

円
で
購
入
で
き
ま
す
。
ス
ー
プ
と
一
緒

に
食
べ
る
バ
ナ
ナ
チ
ッ
プ
ス
が
個
人
的

に
お
気
に
入
り
で
す
。
ち
な
み
に
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
で
す
が
、
日
本
の
市
販
品

よ
り
も
高
値
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
食
べ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
カ
カ
オ
の
味
が
濃
厚
で
風
味

も
強
く
、
と
て
も
お
い
し
い
で
す
。

　

次
回
は
、
ク
ジ
ラ
や
イ
グ
ア
ナ
な
ど

の
動
物
や
自
然
に
つ
い
て
お
届
け
し
ま

す
。
そ
れ
で
は
ま
た
次
回
。

　

H

ア
ス
タ

asta l

ル
エ
ゴ

uego.

（
ス
ペ
イ
ン
語
で
「
さ

よ
う
な
ら
」
の
意
味
）

首都キトでのワークショップで紙の再利用方法
（紙箱作り）を教えています。

エンセボジャード（料理名）
魚のスープにバナナチップスを
入れて食べます。

シリーズ


